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働く女性の約7割が
「先天性風しん症候群」のこわさを理解「先天性風しん症候群」のこわさを理解

一方、パートナーである男性と「風しん」について
話をしたことがあるのは3割未満

株式会社サンケイリビング新聞社（東京都千代田区）が発行するオフィスで働く女性のための情報紙「シティリビ株式会社サンケイリビング新聞社（東京都千代田区）が発行するオフィスで働く女性のための情報紙「シティリビ
ング」は、働く女性のオンとオフに役立つ情報を発信しています。

働く女性の間では年々健康に関する記事に関心が高まっています。そこで今回、全国の働く女性を対象に「風
しん」に対する意識や実態を調査しました。

■調査期間：2014年8月5日～8月12日

■調査対象：シティリビング メール会員982人（正社員総合職23.6%、正社員一般職46.0%、契約・嘱託社員8.1%、派遣
社員8.6%、パート・アルバイト13.6%）

■女性ゆえ？「先天性風しん症候群」のこわさを理解している

妊娠初期の女性が風しんにかかると、赤ちゃんが目、耳、心臓などに障害

社員8.6%、パート・アルバイト13.6%）

■調査方法：Ｗｅｂアンケート
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を持つ「先天性風しん症候群」になる可能性があることを知っているかを聞い
たところ、「知っている」は68.9%という結果に［グラフ1］。女性ゆえに、将来の
子どもへの意識の高さが伺えました。

■パートナーである男性とは「風しん」についてあまり話していない？
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一方、パートナーである男性と「風しん」に
ついて話をした経験が「ある」のは26.7%と、
決して高いとはいえない結果になりました
［グラフ2］。
また、パートナーである男性に、風しんの
抗体検査や予防接種を受けてほしいと思って
いるのはじつに92.0%［グラフ3］、しかし受けて
ほしいとお願いしたことがあるのは13.8%
［グラフ4］と、キモチと実態にかなりのギャップ
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■「風しん」に対する認知は高く、一昨年から昨年にかけて流行したことも認識している

「風しん」がどんな病気かを聞いたところ、「症状
まで理解している」32.6%、「なんとなく知っている」
62.5%と、認知度は95.1%と非常に高い結果となり
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［グラフ4］と、キモチと実態にかなりのギャップ
が見受けられます。
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62.5%と、認知度は95.1%と非常に高い結果となり
ました［グラフ5］。
また、一昨年から昨年にかけて「風しん」が流行し
たことに対する認知は、「流行のみられた世代や性
別まで知っている」27.7%、「なんとなく知っている」
58.9%と、合わせて86.6%にのぼりました［グラフ6］。
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■自分自身の「風しん」に対する記憶は曖昧？

「風しんにかかった」、「予防接種を受けた」記憶があるのはともに46.9%と、5割を切っています。そして、「わ
からない」は、それぞれ21.4%、30.0%と、過去の記憶が曖昧になっている人が一定数いることが伺えました［グ
ラフ7、8］。
罹患歴、予防接種歴がある人に対して、その根拠を聞いたところ、「記録が残っている」が、それぞれ20.0%、
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罹患歴、予防接種歴がある人に対して、その根拠を聞いたところ、「記録が残っている」が、それぞれ20.0%、
40.9%と、予防接種の記録が残っている確率が意外に高いことがわかりました［グラフ9、10］。
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「風しん」というワードは幼いころから聞き馴染んだものであるため、どんな病気であるか、また最近流行した
こともしっかり認識されています。そして、女性ゆえに将来の子どもへの意識の高さからか、「先天性風しん症候
群」についても一定の理解がされていることが伺えました。
そうした中、我々情報を発信する側としては、「風しん」に対する免疫の有無を確認できる抗体検査費用が今
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そうした中、我々情報を発信する側としては、「風しん」に対する免疫の有無を確認できる抗体検査費用が今
年度多くの自治体において無料で受けられることや、パートナーである男性と「風しん」について話すことの大切
さをしっかりと訴え続けていかなければならないと感じさせられました。

働く女性のための情報紙シティリビングは、厚生労働省と共催で、 2014年9月30日（火）に開催
される『きちんと知る女性のカラダフェスタ』会場で東尾理子さんをメインゲストに迎えて「風しん」に
関するセミナーを開催致します。是非、取材にお越しください。

【セミナー】

幸せな結婚・妊娠の前に女性が知っておくべきこと「風しん」

共催：厚生労働省

2014年9月30日（火） 19:00～19:45

■イベントタイトル きちんと知る女性のカラダフェスタ■イベントタイトル きちんと知る女性のカラダフェスタ

■日時 2014年9月30日（火） 18:00～21:30

■会場 青山ダイヤモンドホール 東京都港区北青山3-6-8

■その他のセミナー ●18:30～19:15 白髪＆抜け毛対策に今必要な頭皮ケア
●19:50～20:35 女性のためのセルフマネジメント術
●20:15～21:00 電動歯ブラシでオーラルケア●20:15～21:00 電動歯ブラシでオーラルケア

■ブース

■イベント詳細

美と健康に関する話題の商品が試せたり、サンプルがもらえます

ＨＰアドレス http://city.living.jp/sp/karadafesta

★先天性風しん症候群に関する詳細はコチラ（国立感染症研究所のＨＰ）
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【本件に関するお問い合わせ先】

株式会社サンケイリビング新聞社 担当：山田（ymdnorio@sankeiliving.co.jp）

TEL：03-6703-4410 FAX：03-3261-7182

http://www.nih.go.jp/niid/ja/diseases/ha/rubella/392-encyclopedia/429-crs-intro.html


